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（国）・快適な河川環境の創出に関しては，厳しい財政状
況の中，効率的な公共事業の執行とコスト縮減が求められ
ており，新たな社会資本整備の仕組みづくりが進められて
いる。
・自然環境保全の推進に関して，平成２０年度に生物多様
性基本法を制定し，平成２２年３月に生物多様性国家戦略
を改定し，国内施策の充実・強化を図るとしている。
（県）・新たに法に規定された，「（仮称）生物多様性と
ちぎ戦略」の策定作業を進めている。
・緑の保全・育成に関して，平成20年度から「とちぎの元
気な森づくり県民税」の交付金事業により，各市，町にお
ける森や緑の保全活動や，森づくり活動等の事業を助成し
ている。

国・県等
の動向

【凡例】
外部意見
その他
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 ④ 現状と
　  課題の
　  分析
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な点

①
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策
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取
り
巻
く
環
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成果が見ら
れる点

Ｈ２３
進捗状況

(%)
Ｈ１９：基準

59.2%

Ｈ２０ Ｈ２４：目標

69.6%

Ｈ２１ Ｈ２２

84.4%65.0%

「良好な水と緑の環境を創出する」ため，溢水被害の解消や治水と環境に配慮した河川整備に取り組むとともに，自然環境保全
に係る市民理解の促進及び「生物多様性地域戦略」の策定に取り組む。
また，「緑の基本計画」を改定し，緑に係る施策を総合的かつ計画的に推進する。
さらには，河川愛護，生物多様性の確保，緑地の保全，緑化推進等に関して多くの市民，ボランティア，保護団体，事業者，行
政の各主体の参画と協働による新たな仕組みづくりや推進方策等を検討する。

・河川整備事業全般について，優先化，重点化を図りながら，溢水被害の早期解消，治水機能の向上，自然環境に配慮した河川
整備を推進する。
・自然環境基礎調査に基づく，本市域の地域特性に応じた「生物多様性地域戦略」を策定し，その戦略に掲げた保全施策事業を
市民，保護団体，事業者等と協働して推進する。
・河川等公共用水域の水質保全のため，河川水質の継続した監視の実施や計画的な合併処理浄化槽の普及，促進を図る。
・「緑の基本計画」の改定作業を進めながら，効果的な緑地保全，緑化推進に関する新たな制度の構築を図るとともに，市民協
働による緑の保全・育成を促進していく。

77.0%
指標①

（総合計画に
基づく指標）

生活環境に，水や緑など，うるお
いがあると感じている市民の割合

指標②

指標③

・快適な河川環境の創出に関しては，都市化の進展と昨今
の異常気象により，依然として豪雨時の溢水被害が発生
し，流域の安全性の確保が求められている。また，河川整
備においては治水機能の向上を基本としながら，環境との
調和が求められている。
・市議会定例会の一般質問において，「多種多様な生物が
生息する自然環境を保全するための施策の検討」について
求められているとともに，「緑化の義務付け等について条
例化も視野に入れた積極的な緑のまちづくり」や「里山・
樹林地の保全の仕組と今後の取り組み」について指摘され
ている。

「良好な水と緑の環境を創出する」ため，河川の治水対策や水辺に親しめる環境づくりを進めるための「快適な河川環境の創出」，自然に対する意
識を高めるための「自然環境保全の推進」，限りある緑を守り，育てるための「緑の保全・育成」に，重点的に取り組みます。

市民が身近に自然と親しめる良好な水と緑の環境が創出され，自然との共生が深まっています。

市民の快適な暮らしを支えるために

良好な水と緑の環境を創出する 政策目標

政策指標の進捗状況が前年度から５.８ポイント上昇し，また，各施策の状況につい
ても，施策指標の達成度が一定の高い数値を示すなど，政策全体として着実に成果
を上げている。
・「快適な河川環境の創出」については，国や県の補助金を有効に活用すること
で，自然環境に配慮した河川整備を計画的に推進している。
・「自然環境保全の推進」については，合併処理浄化槽の普及，促進を図ること
で，河川等公共用水域の水質は改善しつつある。
・「緑の保全・育成」については，鶴田沼緑地等の都市計画決定した緑地の段階的
な公有地化やボランティアを中心とする保全活動の実施により，本市の骨格を担う
緑の保全や市街化区域及びその隣接地における緑地の保全が図られている。

・流域の安全性を確保するため，依然として豪雨時等に溢水被害が発生している奈
坪川，越戸川，新川等の河川整備を推進するとともに，治水機能を高め，自然環境
に配慮した快適な河川整備を進める必要がある。
・自然環境基礎調査結果を広く周知することで，公共事業や大規模開発における自
然環境保全に係る意識醸成を図り，自然環境保全を推進する必要がある。
・水環境保全に加え，生物が生息する自然環境に係る保全施策を検討することで，
人と自然の共生による豊かな自然環境の保全を推進する必要がある。
・民有地における緑の保全・育成を図るため，効果的な緑地保全や緑の創出のため
の新たな仕組みづくりを検討する必要がある。
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38.0%

30.6%

76.4%3

2 自然環境保全の推進

緑の保全・育成

快適な河川環境の創出

４．政策を構成する施策一覧

Ｈ2１

1

№

自然生態系などに配慮して整備している河
川の整備率 （％）

54.3 56.9

施　策　名

64.4%

既存の自然環境アドバイザー制度を活用し，重要配慮地域における効果的な調査手法等を
検討するなど，動植物等の生育・生息環境に係る保全施策を推進する。

重要度

　施　策　の　達　成　状　況

進捗状況
施 策 の 指 標（上段:総合計画に基づく指標）

　　　（下段:その他の指標）
Ｈ24：目標Ｈ19：基準

38.3%

満足度

市民の意識

67.5%

施　策　の　二　次　評　価

重点事業

見直し事業

河川整備事業全般について，溢水被害の早期解消を図るとともに，治水機能を高め，自然
環境に配慮した河川整備を推進する。

都市基盤河川事業において，用地取得が困難な一部の地権者の理解促進に努めるととも
に，河川環境の創出や溢水被害の軽減を図るため，取得した用地の有効活用を検討する。

都市化の進展と昨今の異常気象に伴う，豪雨時の溢水被害の解消を図るとともに，治水機
能を高め，自然環境に配慮した快適な河川環境の創出に取組んでいる。また，市民参加に
よる河川愛護活動や，河川環境基金を活用した事業により，河川愛護精神の向上に努めて
いる。
今後は，依然として豪雨時の溢水被害が発生していることから，国や県の補助金を有効活
用し，優先化，重点化を図りながら，さらに河川整備を推進するとともに，河川愛護活動
や河川環境基金事業を通じて，市民参加を一層促進しながら，河川への関心を深める。

都市緑地の段階的な公有地化やボランティアを中心とする保全活動等により，水と緑の
ネットワーク形成については一定の成果を挙げている。
今後，「緑の基本計画」の改定作業をとおして，市民の緑に関する多種多様なニーズを捉
えながら，効果的な緑地保全・緑化推進に関する新たな制度の構築や，緑に関心を持つ市
民・ボランティア等を増やすための施策に取り組むことで，緑を守り，育てる活動への参
加者の増加を図る。

総論

総論

総論

重点事業

自然環境基礎調査によって把握した本市の自然環境の現状や市域特性を踏まえ，本市独自
の生物多様性地域戦略の策定に取り組むとともに，市民理解の促進を図り，多くの市民，
保護団体，事業者，行政の各主体が協働し保全する仕組みや体制を構築する。
また，河川等公共用水域の水質保全を図るため，現在の生活排水処理基本計画を改訂する
とともに，合併処理浄化槽の計画的な普及，促進を図る。

見直し事業

（財）グリーントラストうつのみや緑地保
全活動参加人数（人）

2,821 1,779

自然環境基礎調査結果に基づき，各地域における自然環境特性や重要配慮地域を明らかに
するとともに，生物多様性保全に係る市民意識の醸成，啓発を図る。また，自然環境の保
全施策を総合的かつ計画的に推進するため，生物多様性基本法に定める地域戦略を策定し
推進する。さらに，河川や地下水に係る環境基準の達成状況を把握するために監視の充実
を進めるとともに，生活排水処理を推進し河川等公共用水域の水質保全を図っていく。

見直し事業

これまでも市民協働による緑の保全・育成の一環として，出生時や住宅新築時に記念樹を
贈呈する等，市民生活の身近な部分から緑化に対する意識の啓発・向上に取り組んできた
が，今後，さらに効果的・効率的な事業展開を図るため，既存事業の実施手法等について
見直しを検討する。
また，緑を守り，育てる活動への参加者の増加を図るため，保全活動を担う団体等と協力
し，活動等への支援に取り組む。

重点事業

緑に関する施策の総合的かつ計画的な指針である「緑の基本計画」の改定作業を進めると
ともに，緑地保全の取り組みとして，保全方針や利用状況等を踏まえた鶴田沼緑地・戸祭
山緑地の活用に関する検討を行う。
また，「（財）グリーントラストうつのみや」や「宇都宮市花と緑のまちづくり推進協議
会」等への支援に取り組むとともに，イベントや講習会等をとおして，緑地保全の取り組
みや自然環境等に関する情報の提供，市民の緑化に対する意識の啓発・向上を図り，市民
協働による緑の保全・育成の促進に努める。

主要河川の水質調査における環境基準
（BOD)の達成率

83 94 95

3,500

98.4%

98.9%

50.8%

57.8
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